
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

 

 

 

あ
け
ま
し
て お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
、
希
望
に
輝
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
平
素
は
、
私 

田
中
誠
太
の
政
治
活
動
に
対
し

ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
市
に
と
り
ま
し

て
大
変
う
れ
し
い
出
来
事
が
い
く
つ
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
第
四
十
回
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
に
お
い

て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
最
多
人

数
で
踊
る
盆
踊
り
の
世
界
記
録
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
続
日
本
紀
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る

弓
削
道
鏡
ゆ
か
り
の
由
義
寺
の
塔
の
基
礎
部
分
跡
が
発

見
さ
れ
、
由
義
寺
跡
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
改

め
て
八
尾
の
歴
史
文
化
の
重
み
に
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
り
ま

し
た
、
西
武
八
尾
店
の
営
業
終
了
後
の
商
業
施
設
で
は
、

新
商
業
施
設
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｓ
（
リ
ノ
ア
ス
）
」
が
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
、
近
鉄
八
尾
駅
前
に
賑
わ
い
を
も
た
ら

せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

一
方
で
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改

め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
本
市
で
も
、
台
風
二

十
一
号
に
よ
り
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
発
令
す
る
事

態
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た

め
、
さ
ら
な
る
災
害
対
策
が
求
め
ら
れ
た
年
で
し
た
。 

１頁  ・新年のご挨拶  

２頁  ・昨年の自らのトピック  

   ・パーティーのご案内  No.175 

本
年
の
干
支
は
「
戌
」
。
ま
さ
に
、
物
事
が
新
た
に

動
き
出
す
、
起
点
の
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
字
通
り
、
平
成
三
十
年
は
、
八
尾
市
に
と
っ
て
大
き

な
節
目
の
年
と
な
り
、
市
制
施
行
七
十
周
年
を
迎
え
る

と
と
も
に
、
四
月
に
は
、
中
核
市
へ
移
行
い
た
し
ま
す
。 

中
核
市
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
市
の
権
限
が
強
化
さ

れ
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
た
八
尾
市
の
職
員
が
、
み

ず
か
ら
の
判
断
で
、
よ
り
早
く
、
よ
り
丁
寧
に
市
民
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
八
尾
市

に
と
っ
て
、
公
衆
衛
生
の
拠
点
で
あ
る
保
健
所
を
担
う

こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
向
上
さ

せ
る
、
願
っ
て
も
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
本
市
が
進
め
る
地
域
で
の
健
康
増
進
の

取
り
組
み
が
一
層
充
実
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
分
野
で
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

新
春
の
門
出
に
あ
た
り
ま
し
て
、
新
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

八
尾
市
長 

田
中
誠
太 

TANAKA SEITA CLUB 
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今年も頑張り

ます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

を
求
め
る
特
別
決
議
」
が
採
択
さ
れ
、
世
界
恒

久
平
和
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が

誓
わ
れ
ま
し
た
。 

ち
な
み
に
、
テ
ー
マ
は
、『
「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
の
実
現
を
目
指
し
て 

～
二
〇
二
〇
年

に
向
け
て
、
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～
』

で
し
た
。 

            

●
二
〇
一
七
年
十
月
十
五
日
（
日
） 

五
條
市
市
制
六
十
周
年
記
念
式
典
に
出
席 

記
念
式
典
に
参
加
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ま
で

の
両
市
の
交
流
に
よ
り
培
わ
れ
た
相
互
理
解

と
親
善
を
深
め
、
文
化
、
教
育
、
芸
術
、
経
済

な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
交
流
を
促
進
さ

せ
、
と
も
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
、
交
流
都

市
提
携
を
結
び
ま
し
た
。 

《
昨
年
の
自
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
》 

 ●
二
〇
一
七
年
二
月
二
十
四
日
（
金
） 

三
月
市
議
会
定
例
会
初
日
に
、
平
成
二
十
九

年
度
の
市
政
運
営
方
針
を
発
表 

「
中
核
市
や
お
」
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
な

る
「
人
」
に
重
点
を
置
き
、
第
五
次
総
合
計
画

に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
実
現
に
向
け
、

五
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
国
の
「
地
方
創
生
」

の
趣
旨
も
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
着
実
な
施
策
展
開
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 ●
二
〇
一
七
年
五
月
九
日
（
火
） 

大
阪
府
市
長
会
会
長
を
退
任 

二
年
間
、
大
阪
府
市
長
会
会
長
を
仰
せ
つ
か

っ
て
い
ま
し
た
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
顧
問
に
就
任
し
て
い
ま
す
。 

 ●
二
〇
一
七
年
八
月
七
日
（
月
）
～
一
〇
日
（
木
） 

第
九
回
平
和
首
長
会
議
総
会
に
出
席 

長
崎
市
で
開
催
さ
れ
た
平
和
首
長
会
議
加
盟

都
市
会
議
総
会
で
、
八
尾
市
に
お
け
る
非
核
・

平
和
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
総
会
で
は
、「
ナ
ガ
サ
キ
ア
ピ
ー

ル
」
お
よ
び
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
発
効 

 

 

 
田中誠太 3期 12年の思いを込めたパーティー（お知らせ） 

 
 

日 時 ２０１８年６月１０日（日） 

１２：００開演（１１：００受付） 

場 所 リーガロイヤルホテル大阪 

３階光琳の間 

金 額 １０，０００円 
※詳細は､改めてお知らせしますので、ご予定いただければ幸いです。 

※お誘いあわせの上、皆様のご参加をお待ち申し上げます。  
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